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１．10.7.0.9について

２．バージョンアップ時のロボットへの影響について

３．既知の事象について
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10.7.0.9について

10.7.0.9は、10.7.0.4で発生している不具合を修正したバージョンとなります。

また、その他の機能については10.7.0.4から変更はありません。

10.7.0.4で発生した不具合は下記の通りです。

項番 機能 事象 発生バージョン

1 MC 10.7で複数のロボットを同時実行すると実行に失敗したり実行中のまま停止できなくなる。 10.7.0.4

2 MC 10.7.0.1、10.7.0.2および10.7.0.3で作成したフルバックアップのファイルで10.7.0.4でリストア
すると、MC上でロボットの実行ができない。

10.7.0.4

3 Kapplets 10.3から10.7にバージョンアップ後、KappletでError in Validationが発生する。 10.7.0.4



3Confidential

１．10.7.0.9について

２．バージョンアップ時のロボットへの影響について

３．既知の事象について
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10.7.0.9へバージョンアップ時のロボットへの影響

Ver.10.7.0.9へバージョンアップしてDesignStudioの日本語版を使用する場合、

下位バージョンで作成したロボットで影響が判明している事象は下記の通りです。

№ 10.7.0.9移行時のDesignStudio日本語版での事象 影響
バージョン

障害対応
状況

① 読み取り専用で開いたExcel(View As Excel)に対して「Set Current Window」を行った際に、
「Set Current Window」ステップのウィンドウ名称が10.3.xから10.7.xの日本語版DSでは「表示」
となっているため、対象のバージョンのロボットを10.7.0.9に移行した場合エラーとなる。

10.2.0.3
10.3.x
10.4.x
10.7.0.4

② DS内で新規Excelを開くとシート名が“シート”で指定しているためエラーとなる。 10.3.0.2 10.3.0.7で修正
対応済み

③ SetCurrentWindowステップにてウィンドウ設定に「名前がありません」が指定されているためエラーとな
る。

10.3.0.2 10.3.0.7で修正
対応済み
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10.2.0.3からの10.7.0.9へバージョンアップ時のロボットの影響について

移行元バージョン
10.7.0.9

影響及び対処内容
日本語版

10.2.0.3 英語版
影響あり
①

＜英語版→日本語版へ移行時＞
①移行元または、移行先バージョンで、読み取り専用で開いたExcel(View As Excel)に対し
て「Set Current Window」を行う場合は、ウィンドウ名のリストからウィンドウ番号を設定する。
例：「Window #2（View）」または、「Window #2（表示）」

Ver.10.2.0.3で作成されたロボットをVer.10.7.0.9に移行した場合の影響は下記が該当します。

事象の概要については「v10.7.0.9へバージョンアップ時のロボットへの影響」を、各事象の詳細については

「移行時の影響詳細」を参照ください。
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10.3.0.2からの10.7.0.9へバージョンアップ時のロボットの影響について

移行元バージョン
10.7.0.9

影響及び対処内容
日本語版

10.3.0.2

日本語版
影響あり
②③

＜日本語版→日本語版へ移行時＞
②ファインダーでExcelのシート名に「シート」を設定している場合は、「sheet」に変更する必要
あり。
③SetCurrentWindowステップにてウィンドウ設定に「名前がありません」を設定している場合
は、「Unnamed」に変更する必要あり。

英語版
影響あり
①

＜英語版→日本語版へ移行時＞
①移行元または、移行先バージョンで、読み取り専用で開いたExcel(View As Excel)に対し
て「Set Current Window」を行う場合は、ウィンドウ名のリストからウィンドウ番号を設定する。
例：「Window #2（View）」または、「Window #2（表示）」

Ver.10.3.0.2で作成されたロボットをVer.10.7.0.9に移行した場合の影響は下記が該当します。

事象の概要については「v10.7.0.9へバージョンアップ時のロボットへの影響」を、各事象の詳細については

「移行時の影響詳細」を参照ください。
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10.3.0.7からの10.7.0.9へバージョンアップ時のロボットの影響について

移行元バージョン
10.7.0.9

影響及び対処内容
日本語版

10.3.0.7

日本語版 影響なし

英語版
影響あり
①

＜英語版→日本語版へ移行時＞
①移行元または、移行先バージョンで、読み取り専用で開いたExcel(View As Excel)に対し
て「Set Current Window」を行う場合は、ウィンドウ名のリストからウィンドウ番号を設定する。
例：「Window #2（View）」または、「Window #2（表示）」

Ver.10.3.0.7で作成されたロボットをVer.10.7.0.9に移行した場合の影響は下記が該当します。

事象の概要については「v10.7.0.9へバージョンアップ時のロボットへの影響」を、各事象の詳細については

「移行時の影響詳細」を参照ください。
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10.4.0.4からの10.7.0.9へバージョンアップ時のロボットの影響について

Ver.10.4.0.4で作成されたロボットをVer.10.7.0.9に移行した場合の影響は下記が該当します。

事象の概要については「v10.7.0.9へバージョンアップ時のロボットへの影響」を、各事象の詳細については

「移行時の影響詳細」を参照ください。

移行元バージョン
10.7.0.9

影響及び対処内容
日本語版

10.4.0.4

日本語版 影響なし

英語版
影響あり
①

＜英語版→日本語版へ移行時＞
①移行元または、移行先バージョンで、読み取り専用で開いたExcel(View As Excel)に対し
て「Set Current Window」を行う場合は、ウィンドウ名のリストからウィンドウ番号を設定する。
例：「Window #2（View）」または、「Window #2（表示）」
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10.7.0.4からの10.7.0.9へバージョンアップ時のロボットの影響について

移行元バージョン
10.7.0.9

影響及び対処内容
日本語版

10.7.0.4

日本語版 影響なし

英語版
影響あり
①

＜英語版→日本語版へ移行時＞
①移行元または、移行先バージョンで、読み取り専用で開いたExcel(View As Excel)に対し
て「Set Current Window」を行う場合は、ウィンドウ名のリストからウィンドウ番号を設定する。
例：「Window #2（View）」または、「Window #2（表示）」

Ver.10.7.0.4で作成されたロボットをVer.10.7.0.9に移行した場合の影響は下記が該当します。

事象の概要については「v10.7.0.9へバージョンアップ時のロボットへの影響」を、各事象の詳細については

「移行時の影響詳細」を参照ください。
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移行時の影響詳細 事象①

事象① 原因

View As Excelに対して行ったカレント
ウィンドウ設定(Set Current 
Window)ステップにてエラー

読み取り専用で開いたExcel(View As Excel)に対して「Set Current 
Window」を行った際に、「Set Current Window」ステップのウィンドウ名称が英
語版では「View」, 10.3.xから10.7.xの日本語版は「表示」となっているためエラ
ーとなる。
英語版ではView As Excelのウィンドウ名に「View」がデフォルトで設定される
10.3.xから10.7.xの日本語版ではView As Excelのウィンドウ名に「表示」がデ
フォルトで設定される

ウィンドウ名のリストからウィンドウ番号を設定する。
例：「Window #2（View）」または、「Window #2（表示）」

対処方法

DS英語版 DS日本語版

ウィンドウ名
"View"

ウィンドウ名
“表示"
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移行時の影響詳細 事象②

事象② 原因

セルのコンテンツ設定(Set Content of 
Cell)ステップにてエラー

Ver10.3.0.2のDS内で新規Excelを開くとシート名が“シート”となっているため、
10.3.0.7以降のバージョンでロボットを実行するとシート名が異なり、設定先のシー
トが特定できずエラーとなる。
10.3.0.2のシート名は“シート“
10.3.0.7以降のシート名は”Sheet”

Ver 10.3.0.7以降Ver 10.3.0.2

ファインダーに設定しているシート名を“Sheet”に変更する。対処方法
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移行時の影響詳細 事象③

事象③ 原因

カレントウィンドウ設定(Set Current 
Window)ステップにてエラー

Load Page アクションの前段に Set Current Window アクションが自動で生成
されるが、10.3.0.2ではウィンドウ設定に“名前がありません”が設定されており、
10.3.0.7以降のバージョンでロボット実行するとエラーとなる。
10.3.0.2は「名前がありません」
10.3.0.7以降は、「unnamed」

カレントウィンドウ設定のウィンドウ設定を“名前がありません”を正しいウィンドウ名に変更する。対処方法

Ver 10.3.0.2 アクションタブ
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10.7.0.9 既知の事象について

10.7.0.9において下記の事象が発生することが判明しています。

項番 機能 事象 影響度

1 DS ステップの設定で、エクスプレッション内の関数を表示した時に、表示される関数のリストが見切れている。
画面の解像度にもよるが、画面に表示できていない関数のリストが存在する。

中

2 DA 10.3.2.1まで動いていたロボットのOpen Stepが10.4.0.4以降のバージョンで動かない。
Pathに使用している「¥」の変換の仕様が変更された。

中

3 DA Chromiumでは、Webアプリケーションに実装されているフォルダアップロード機能が動作しない。 小

4 MC 下位バージョンでプロジェクトにAdministrator権限のロールを割り当てたまま移行した場合、
10.7.0.9ではプロジェクトにAdministratror権限の割り当てはできないにも関わらず移行されたように
見える。
本動作は想定していない動作となっており、そのままでの利用は動作保証外となるため移行後にロール
の再割り当てが必要となる。

中

5 MC v10.3.xで作成したトリガーマッピング込みのフルバックアップファイルを10.7.0.9でリストアするとエラーと
なる。

中

6 Kapplets Kapplet実行画面の「STOP」ボタンが機能しない。 中



15Confidential

10.7.0.9 既知の事象詳細

• 項番1：＜対応策＞現状は無し。ただし上下矢印キーで見えないリストを選択することは可能

画面内に表示されていない
関数リストが存在
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10.7.0.9 既知の事象詳細

• 項番2：＜対応策＞ファイルパスを認識できる形式に修正することでエラーは回避できる。

ファイルパスに指定している「¥」の取り扱いが
10.4.0.0から新しい制限として追加されており

正常に処理できずエラーメッセージが表示されるようになった。
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